
　

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

宝
蔵
会
の
神
の
子
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

常
に
、
宇
治
別
格
本
山
へ
多
大
な
る
ご
愛
念
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
愛

念
を
、
生
長
の
家
全
体
の
運
動
の
御
光
に
、
地
球
社

会
を
輝
か
す
御
光
へ
と
昇
華
で
き
ま
す
よ
う
に
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　「〝
天
〟と
は
、超

越
的
内
在
の
世
界

で
あ
る
」（『
生
長

の
家
』
二
〇
二
六

年
二
月
号
一
頁
）、

神
髄
な
る
真
理
の

御
言
葉
に
、
魂
が

悦
び
に
奮
え
ま
す
。

肉
体
の
内
で
も
な

く
外
で
も
な
く
、

「
物
質
は
無
い
！

肉
体
は
無
い
！
目

に
見
え
て
い
る
天
地
は
本
来
無
い
！
」
と
、
は
っ
き

り
と
さ
っ
ぱ
り
と
〝
無
を
透
過
し
〟、吾
が
い
の
ち
の

内
に
、〝
天
〟
が
在
る
、〝
神
〟
が
在
る
、
天
地
一
切

の
光
が
在
る
。
常
に
、
救
わ
れ
済
み
の
〝
い
の
ち
の

実
相
〟
か
ら
出
発
し
、
善
一
元
・
無
限
生
長
の
大
道

を
、
溢
れ
る
希
望
を
胸
に
歩
み
続
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
こ
と
を
、
本
当
に
幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
人
間
の
内
に
あ
る
『
神
性
』
や
『
仏
性
』
と
は
、

万
物
大
調
和
の
自
然
の
実
相
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
自

己
の
生
活
の
中
に
、
人
間
の
生
き
方
の
中
に
表
現
し

よ
う
と
す
る
意
志
で
あ
る
」（『
日
々
の
祈
り
』
百
一

頁
）と
、生
長
の
家
総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
よ
り
ご
教
示

を
戴
い
て
お
り
ま
す
。「
神
性
・
仏
性
」
と
は
、
吾
々

の
希
望
を
実
現
す
る
力
と
は
、〝
自
ら
の
意
志
〟
で

あ
る
。
一
瞬
一
瞬
の
〝
自
ら
の
身
・
口
・
意
の
言
霊
〟

の
内
に
、〝
万
物
の
恩
恵
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る

悦
び
〟
を
丁
寧
に
味
わ
い
、
一
瞬
一
瞬
の
〝
魂
か
ら

の
感
謝
の
念
〟
を
も
っ
て
、〝
万
物
か
ら
与
え
て
い
た

だ
い
た
恩
恵
を
す
べ
て
の
生
命
に
（
次
頁
に
続
く
）

ブラジル栄える会の皆様にお抹茶でおもてなし（２月18日）

真
に
主
人
公
を
生
き
る

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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与
え
返
し
て
い
く
〟
実
践
に
努
め
て
い
く
。

　

私
達
は
、
神
様
よ
り
「
純
粋
・
完
全
な
る

御
徳
」
と
「
絶
対
な
る
自
由
」
と
を
、
授
け

て
い
た
だ
い
た
神
の
子
で
あ
り
、〝
真
に
天
地

の
主
人
公
〟
で
あ
り
ま
す
。〝
中
心
者
を
貫

く
神
意
〟
と
〝
自
ら
が
救
わ
れ
た
信
仰
体
験
〟

と
を
〝
内
な
る
神
〟
に
融
け
込
ま
せ
、
絶
対

価
値
な
る
個
性
の
輝
き
を
も
っ
て
、
天
地
を

押
し
上
げ
て
い
く
吾
ら
が
尊
き
人
生
。

   「
生
長
の
家
は
盲
目
的
な
信
仰
で
は
な
く

『
訓
練
に
よ
る
自
律
的
信
仰
』
で
あ
り
、神
想

観
に
よ
っ
て
自
分
の
中
に
あ
る
神
様
に
語
り

か
け
て
そ
の
言
葉
を
聴
き
、
運
動
に
生
か
し

て
欲
し
い
」（『
生
長
の
家
』
二
〇
二
六
年
一

月
号
十
五
頁
）
と
の
総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
の

御
言
葉
が
、
魂
の
内
に
木
霊
し
ま
す
。

　

日
々
益
々
、
神
想
観
に
励
み
、「
自
然
と

共
に
伸
び
る
運
動
」「
包
容
主
義
の
生
き
方
」

こ
そ
が
、
神
の
子
の
神
髄
の
活
動
で
あ
り
、

真
に
全
世
界
と
個
々
の
実
生
活
に
永
遠
な
る

繁
栄
と
幸
福
と
を
持
ち
来
た
す
神
意
に
満
ち

た
活
動
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
方
々
へ
お

伝
え
出
来
る
信
仰
者
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
、

悦
び
全
開
で
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

宝
蔵
会
の
皆
様
、
合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
感
謝
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
生
長
の
家
で
は
感
謝
す
る
こ
と
が
非
常

に
大
切
で
あ
る
と
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
団

の
教
義
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
『
大
調
和

の
神
示
』に
は「
汝
ら
天
地
一
切
の
も
の
と
和

解
せ
よ
（
中
略
）
天
地
万
物
と
和
解
せ
よ
と

は
、
天
地
万
物
に
感
謝
せ
よ
と
の
意
味
で
あ

る
。」と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
感

謝
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
意
訳

す
る
と
「
全
て

の
も
の
に
感
謝

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
全

て
が
あ
な
た
の

味
方
で
す
。
も

し
あ
な
た
の
人
生
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
な

ら
ば
、
全
て
の
も
の
に
感
謝
し
て
い
な
い
証

拠
で
す
の
で
、
反
省
し
て
感
謝
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
感
謝
す
る
こ
と
が
人
生
問
題
解

決
の
た
め
の
鍵
で
あ
る
と
神
様
は
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
間
一
般
に
い
う
「
感
謝
」
と

は
、
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
事
の
み

に
感
謝
す
る
も
の
で
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
害

に
な
る
も
の
に
は
感
謝
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
当
然
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
天
地
一
切
の
も
の
と
和
解
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
？

　

そ
の
た
め
に
は
現
象
世
界
の
法
則
を
知
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
が
肉
眼
で
見
て
い

る
世
界
は
本
来
存
在
し
な
い
も
の
で
、
神
の

子
の
我
々
が
役
者
と
し
て
舞
台
に
立
っ
て
演

じ
て
い
る
即
興
劇
で
す
。
こ
の
世
界
に
は

夫婦は感謝し合い助け合って行くのが何より大切である

感
謝
に
つ
い
て
考
え
る

随想

管
理
部 

課
長
補
佐

小

野

大

作
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夫
婦
の
問
題
が
あ
り
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

　

三
日
間
練
成
会
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

自
分
は
神
の
子
で
あ
る
と
い
う
根
本
の
部
分

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
毎
日
が
不
安
で
、
未
来
に
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
を
予
想
し
て
、
そ
れ
を
避

け
る
こ
と
を
生
活
の
基
に
し
て
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　

先
祖
供
養
祭
の
み
た
ま
し
ず
め
の
儀
の
時

に
突
然
涙
が
あ
ふ
れ
て
「
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
」
と
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
宇

治
の
練
成
会
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、

父
が
私
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
生
前
父
へ
の
気
持
ち
や
態
度
で
、
悲

し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
申
し

「
自
分
の
や
っ
た
事
だ
け
が
自
分
に
返
っ
て

く
る
」
と
い
う
法
則
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
も
の
か
ら
害
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
も
、
必
ず
全
て
の
原
因
は
自
分
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
世
界
は
演
劇
の
世

界
で
す
の
で
自
分
を
害
し
た
人
は
、
自
分
の

た
め
に
敢
え
て
そ
の
役
を
引
き
受
け
て
く
れ

た
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
た

め
に
嫌
な
役
を
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
て
出
て
く
れ

た
訳
で
す
。
そ
の
人
に
は
感
謝
せ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
ね
？

　

と
い
う
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
に
も

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
感
謝
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
業
の
流
転
が
止
ま

り
、
完
了
と
な
っ
て
本
来
の
無
に
帰
り
大
団

円
、
光
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

生
長
の
家
で
は
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
勿

論
素
直
に
感
謝
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
で

も「
業
を
消
し
て
く
だ
さ
る
観
世
音
菩
薩
様
」

で
あ
る
と
拝
ん
で
感
謝
す
る
。
つ
ま
り
、
全

て
の
物
事
に
感
謝
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

訳
な
い
思

い
で
苛
ま

れ
て
い
た

の
で
す
が
、

本
当
は
私

を
愛
し
て

く
だ
さ
っ

て
い
た
ん

だ
、
父
は

亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
今
も
私
と
、
神
様
の
一

つ
生
命
で
繋
が
っ
て
い
て
見
守
っ
て
い
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
神
想
観
で
は
な
か
な

か
集
中
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
祈

り
合
い
の
神
想
観
で
祈
っ
て
い
た
だ
き
、
始

ま
っ
た
瞬
間
に
涙
が
溢
れ
、
再
び
父
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
大
安
心
の
心
境
に
な
っ
た
時

に
、
目
の
前
が
パ
ー
ッ
と
明
る
く
な
り
光
が

み
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
も
こ
れ
か

ら
も
神
様
と
ご
先
祖
様
に
守
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
義
母
に
も
感

謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
義
母
も

生
長
の
家
を
信
仰
し
、
何
度
も
宇
治
に
来
て

い
た
そ
う
な
の
で
、
義
母

よろこべ、よろこべ。天地のあらゆるものに、感謝せよ

（
７
頁
に
続
く
）

第
三
十
四
回
（
令
和
八
年
一
月
）  

初
詣
練
成
会
体
験
感
想
文

Ｅ
．
Ｙ   

（
40
代
）〈
女
性
〉

先祖・流産児供養祭

宝　　蔵
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 担　当 テキスト

６日（金）〜８日（日）の間 【短期練成会】 を開催いたします

14日 土 「真理」は汝を
自由ならしめん

10:20～11:05 開会の祈り・因縁を超えた世界がある 岡田 伊都子『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 自由に神の子を生きる 千羽　真平 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 小さな愛行が迷いを吹き払う突破口 小野　大作 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
14:15～15:00 あなたらしく輝こう 清水　志郎 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
15:00～15:35「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 清水　志郎

15日 日 祈り合いの神想観

10:20～11:05 開会の祈り・宇宙に満ちる神の愛 岡田　浩二 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 吾祈れば天地応え、吾動けば宇宙動く 清水　志郎 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 常に祈りと共に 新宮　　一 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
14:00～14:45 祈り合いの素晴らしさと功徳 目等　泰夫 『森の日ぐらし』『生活の智慧365章』
14:45～15:20「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

21日 土 「浄心行」

10:20～11:05 開会の祈り・罪も穢れもない神の子のあなた 岡田 伊都子 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
11:15～12:00 新生の悦び ～神想観の意義・説明～ 鵜飼　俊光 『新しい文明を築こう・中巻』
12:00～13:15 昼食・休憩・浄心行用紙記載 昼食希望の方はご予約ください
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 清水　志郎 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
14:15～15:25 「浄心行」・閉会の祈り 新宮　　一 『聖経 甘露の法雨』『万物調和六章経』

22日 日 大調和が神の御心

10:20～11:05 開会の祈り・すべては神様の現れ 鵜飼　俊光 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
11:15～12:00 人間関係調和の秘訣 岡田 伊都子 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 調和とは人・時・処を得ること 岡田　浩二 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
14:00～14:45 万物と生かし合い、悦びを分かち合う 目等　泰夫 『人類同胞大調和六章経』『人生の扉を開く《第一集》』
14:45～15:20 「四無量心を行ずる神想観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

28日（土）は講話はありません

29日 日 人生学校を
悦んで生きよう

10:20～11:05 開会の祈り・人生は魂を磨く学校である 岡田　浩二 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
11:15～12:00 人間神の子、やれば出来る！ 田野　靖彦 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 水谷　公美
13:15～14:00 どんな境遇の奥にも神の愛がある 清水　志郎 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
14:15～15:00 肉体に感謝し、神の子を悦んで生きる 目等　泰夫 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
15:00～15:35 「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 目等　泰夫

神さまの創造られた世界は真・善・美に満ちている

2026年3月 【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】〈会場：大講堂〉
☆すべての講話で新経本『飛鳥讃歌』（谷口雅宣先生著）をテキストとして使用いたします

宝　　蔵 No.135
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一切衆生は悉く自分の先生である
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4/3(金) 4/4 (土) 4/5 (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05　早朝行事　先導：清水　志郎
         聖経「甘露の法雨」
　　 「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事　先導：岡田　伊都子
      　聖経「甘露の法雨」
       「神示集」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　　朝食・休憩
　　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:45　ラジオ体操（希望者） 7:45　ラジオ体操（希望者）

父母の愛に導かれて
鵜飼　俊光

『夢の地平線』『如意自在の生活365章』
19:10   講話

15:40

　　　「先祖・流産児供養祭」
　　　　聖経『天使の言葉』
    　　  　　『聖歌歌詞集』会場:大拝殿

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:30

　　     就寝準備

22:00  消灯

20:40　体験感想文記載
　     　就寝準備
22:00　消灯

12:40　終了予定
　
昼食をお召し上がりいただけます。
昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
送りのバスを2本手配いたします。

「基本的神想観」実修　岡田　浩二

18:30　聖歌・笑い 18:30   講話
18:40

　「飛鳥讃歌」 読誦　清水　志郎

13:40　体験談　千羽　椋子

13:55   講話

神の子の自覚に超入せよ
岡田　浩二

『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

19:20　会場準備
19:30

「浄心行」 清水　志郎
聖経『甘露の法雨』
『万物調和六章経』

『聖歌歌詞集』
※浄心行後に送りのバスが出ます

20:00

15:20　休憩・大拝殿へ移動
15:30　休憩・笑い
15:40
　

　　　　  　 　悦びの座談会
　　　　　　 （Q＆A）

《テキスト》
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・如意自在の生活365章
・詳説神想観
・伸びゆく日々の言葉

《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕

・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集

《持ち物》
・健康保険証をご持参ください
・洗面用具（シャンプーはありません。
   ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
（※売店と自動販売機は撤去いたしましたので
ご注意ください）

神の子として新生する
～浄心行の意義・説明～

清水　志郎
『新しい文明を築こう・中巻』

14:20　休憩・笑い
14:30　講話

生長の家の‟真の祈り"
～神想観は素晴らしい～

清水　志郎
『詳説神想観』・神想観のプリント

14:50   浄心行用紙記載
　　　  聖経読誦　清水　志郎

16:30

                   夕食・入浴休憩
16:40

                 夕食・入浴休憩

18:20　聖歌・笑い

善一元なる神への信仰
目等　泰夫

『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

13:00　経本「大自然讃歌」読誦 岡田　浩二
13:00

　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　服部　信雄13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

13:30   講話

11:30

　　　　バスで新練成道場に移動 11:40   結語講話

神の子として「包容主義」を生きる
目等　泰夫

『伸びゆく日々の言葉』『飛鳥讃歌』

12:00

　　　　　昼食休憩

11:00より受付を開始いたします
12:50　 聖歌・笑い 12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを
手配いたします。
◇昼食前の　　・京阪宇治駅 １１：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発
◇練成開始前の・京阪宇治駅 １２：１５発
　　　　　　　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発

に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手が
「生長の家」のプラカードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

10:40　　休憩・笑い
10:50

「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修 11:00

    　        体験決意発表千羽　真平

“明るさ”こそ善行の王者
～日時計主義の生き方～

千羽　真平
『夢の地平線』『如意自在の生活365章』

9:05　休憩・笑い

11:20   神癒祈願・写経の説明・申し込み

9:10　「実相円満誦行」実修　千羽　真平

9:30   バスで幽斎殿へ移動

10:00　講話(幽斎殿)
10:10    万物大調和を祈念する
　　　　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　　　岡田　伊都子

神意随順・如意自在の祈り
目等　泰夫

『飛鳥讃歌』『如意自在の生活365章』

9:20　講話
四無量心は神の愛にして、
“人間・神の子”の証なり

岡田　伊都子
『伸びゆく日々の言葉』『飛鳥讃歌』

2026年4月【第633回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00    「人類同胞大調和六章経」読誦
                 　 岡田　浩二

8:00　体験談　藤本  和博

8:15 講話
8:20   講話

真の幸福は万物の調和と共に
～神・自然・人間は本来一体なり～

岡田　浩二　(研修生募集案内）
『伸びゆく日々の言葉』『合本讃歌』

申
し
込
み
方
法
（
2
通
り
あ
り
ま
す
）

①
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
３
）

※

9
時

20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

②
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
）

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
４
月
２
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す

参加申込
フォーム

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で
連
絡

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

高邁な理想には、それ自身に「力」を内包している

2026年４月【第633回 神性開発 宇治 短期練成会プログラム】 会場：大講堂
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も
導
い
て
く
だ
さ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
自
分
と
夫
の
実
相
顕
現
を
祈
り
、

神
想
観
を
実
修
し
ま
す
。
忙
し
さ
か
ら
義
務

的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
先
祖
供
養
も
心

を
込
め
て
行
い
ま
す
。
私
の
実
相
顕
現
の
た

め
に
い
つ
も
お
声
掛
け
く
だ
さ
る
白
鳩
会
の

皆
様
に
感
謝
を
し
て
、
組
織
活
動
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
宇
治
に
帰
る
と

き
は
明
日
家
に
戻
る
と
き
と
同
じ
心
境
で

帰
っ
て
来
れ
る
よ
う
、
日
々
教
え
を
生
活
に

実
践
し
ま
す
。

　

ふ
と
、
思
い
つ
い
て
練
成
会
に
申
し
込
み

ま
し
た
。
教
区
内
の
人
間
関
係
、
真
理
追
求

の
納
得
不
十
分
な
最
近
、
空
虚
な
心
と
満
た

さ
れ
な
い
日
々
に
う
つ
状
態
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
気
の
合
う
人
の
み
で
勉
強
会
を
開
こ

う
と
会
を
立
ち
上
げ
も
し
ま
し
た
。

　

再
起
出
発
の
心
意
気
も
含
め
希
望
を
も
っ

て
参
加
。
六
年
ぶ
り
の
短
期
練
成
会
で
、
昔

懐
か
し
い
思
い
で
す
。
自
分
が
素
直
に
神
の

子
を
喜
べ
な
い
こ
と
、
迷
い
ふ
ら
ふ
ら
な
こ

と
に
気
づ

き
、
す
っ

か
り
現
象

の
垢
ま
み

れ
で
参
り

ま
し
た
。

　

浄
心
行

で
は
、
今

ま
で
の
不

平
不
満
や

現
象
一
番

の
自
分
を
反
省
し
、
両
親
に
感
謝
し
本
心
か

ら
悔
い
改
め
、
何
度
も
何
度
も
押
し
寄
せ
て

く
る
涙
に
す
っ
か
り
浄
め
ら
れ
ま
し
た
。
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
が
真
剣
で
、

夢
中
に
引
っ
張
り
上
げ
ら
れ
て
本
気
で
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
自
分
で
し
た
。

　
「
そ
の
ま
ま
で
神
の
子
で
あ
る
」と
い
う
こ

と
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
り
聖
経
を
読
誦
し
、

真
理
の
本
を
読
み
神
想
観
を
実
修
し
、
も
っ

と
積
極
的
に
多
く
の
方
に
真
理
を
語
り
た
い
。

先
祖
供
養
を
し
、
人
類
光
明
化
運
動
に
素
直

に
そ
の
ま
ま
の
心
で
取
り
組
み
た
い
。
感
想

文
に
素
直
に
応
じ
た
の
は
初
め
て
で
、
な
ん

と
ひ
ね
く
れ
て
い
た
私
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
長
年
持
ち
越
し
て
い
た
や
る
気
な

い
写
経
も
提
出
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
変
わ
る
決
意
が
で
き
た
の
で
、
今

度
こ
そ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
今
ま
で
の
自
分
は

宇
治
に
お
い
て
い
き
ま
す
。
完
全
円
満
な
神

の
子
を
生
き
て
い
き
ま
す
。	

　

私
は
一
月
か
ら
研
修
生
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
練
成
会
を
も
っ
て
下

山
い
た
し
ま
す
。こ
こ
に
来
た
の
は
、学
校
に

行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

ほ
ん
の
数
か
月
前
ま
で
は
一
日
一
食
か
二
食

病気は過去の迷いが形に現れて消え行く姿である

Ｎ
．
Ａ   

（
10
代
）〈
女
性
〉

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ｓ

．
Ｋ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

浄心行

第
六
三
一
回（
令
和
八
年
二
月
） 

短
期
練
成
会
体
験
感
想
文
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に
気
づ
け
て
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
私
は
自
分
で
自
分
が
不
幸
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
だ
な
、
と
い
う
こ

と
で
す
。「
現
象
は
心
の
影
」、と
今
回
の
講
話

で
も
た
く
さ
ん
聴
き
ま
し
た
が
本
当
に
そ
う

だ
っ
た
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
学
校

に
行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
不
幸
だ
っ
た
と

い
う
訳
で
は
な
く
、
休
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
心
境
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
頃
は
、
私

が
い
な
く
て
も
世
界
は
変
わ
ら
な
い
、
誰
も

私
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く
れ
な
い
、
な
ん
て

こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
今

思
え
ば
、
そ
う
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
そ
う

な
る
こ
と
を
、
そ
の
時
の
私
も
分
か
っ
て
い

た
は
ず
で
し

た
。
幼
い
頃

か
ら
生
長
の

家
に
触
れ
て

き
た
か
ら
で

す
。
あ
の
時

は
な
ぜ
か
悲

劇
の
中
に
い

た
か
っ
た
ん

だ
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り

神
の
子
で
あ
る
と
本
当
は
知
っ
て
い
た
の
に
、

神
の
子
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
来
る
前
か
ら
薄
々

気
づ
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
認
め
た

く
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
今
こ
の
感
想
文

の
文
字
に
し
っ
か
り
残
し
て
、
認
め
よ
う
と

思
い
ま
す
。
人
間
は
神
の
子
で
あ
り
、
神
と

同
じ
力
を
持
ち
、
無
条
件
で
愛
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
教
え
を
今
は
何
の
引
っ
か
か
り
も
な

く
、
嬉
し
く
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

　

私
は
留
年
し
て
今
年
、
高
校
生
活
を
再
出

発
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
正
直
に
言

う
と
不
登
校
に
な
っ
た
こ
と
を
全
然
後
悔
し

て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
研
修
生
活
を
過
ご
せ
て
、

心
の
わ
だ
か
ま
り
も
と
れ
て
す
ご
く
い
い
気

分
で
す
。
新
学
期
か
ら
の
学
校
生
活
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
今
後
の
決
意
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
真

理
を
ベ
ー
ス
に
、
と
に
か
く
毎
日
を
悦
ん
で
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
と
、
家
に
帰
っ
て
も
自

分
の
食
器
は
自
分
で
洗
う
こ
と
で
す
。

で
昼
ま
で
寝
て
、
日
付
が
変
わ
っ
て
か
ら
寝

る
と
い
う
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
と
に

か
く
全
部
が
嫌
に
な
っ
て
、
何
も
食
べ
な

か
っ
た
ら
死
ね
る
だ
ろ
う
か
な
ん
て
考
え
て
、

一
日
中
寝
て
い
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
と
に

か
く
疲
れ
き
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
毎
日
五
時
前
に
起
き
、
日

付
が
変
わ
る
前
に
寝
て
、
三
食
し
っ
か
り
食

べ
る
と
い
う
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
神
の
子
無
限
力
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
人

間
や
れ
ば
で
き
る
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
無
限

力
に
つ
い
て
の
講
話
を
今
回
の
練
成
会
で
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
無
限
力
を
発
揮
す

る
に
は
感
謝
と
神
の
子
の
自
覚
」
が
必
要
だ

と
聞
き
、
気
づ
い
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
私
は
素
直
に
感
謝
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
、と
い
う
こ
と
で
す
。一

日
の
う
ち
に
何
回
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
か
ら
か
、
気
づ
け
ば

何
も
し
て
い
な
い
時
も
ム
ズ
ム
ズ
す
る
く
ら

い
「
あ
り
が
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
以
前
は
、
心
で
は
感
謝
し
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
出
て
く
る
言
葉
が
文
句
や
屁
理
屈

ば
か
り
で
そ
ん
な
自
分
が
嫌
い
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と

本当に人を赦したとき、あなたの魂は解放される
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私
は
宇
治
別
格
本
山
で
六
ヶ
月
目
の
研
修

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
岡
田
伊
都
子
講
師

は
講
話
で
「
目
に
見
え
る
物
質
や
肉
体
は
影

に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
存
在
す
る
本
質
は
目
に

見
え
な
い
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
神

様
で
す
」
と
仰
い
ま
し
た
。「
物
質
は
な
い
」

と
い
う
話
を
、
幼
い
頃
か
ら
し
ば
し
ば
耳
に

し
て
き
ま
し
た
が
「
な
ぜ
存
在
す
る
か
の
よ

う
に
見
え
る
物
質
に
囲
ま
れ
た
中
を
、
私
た

ち
は
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
深
く
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
考
え
て

い
た
折
に
、

千
羽
講
師
が

研
修
生
の
輪

読
会
で
仰
っ

た
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま

し
た
。「
現
象

世
界
は
、
善

悪
を
超
え
て

愛
す
る
練
習

を
す
る
場
所
で
す
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　

ま
た
、
岡
田
伊
都
子
講
師
の
輪
読
会
で
の

話
に
、
私
は
大
変
驚
き
深
い
感
動
を
受
け
ま

し
た
。「
私
は
善
だ
け
ど
、相
手
は
悪
だ
」「
相

手
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
相
手
を
裁
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
、

「
そ
の
〝
善
〟
と
い
う
こ
と
が
常
識
の
世
界
で

は
善
か
も
し
れ
な
い
が
、
愛
の
世
界
か
ら
見

れ
ば
悪
だ
っ
た
」
と
気
づ
い
た
と
い
う
の
で

す
。「
常
識
と
い
う
も
の
は
あ
る
意
味
で
は
時

代
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
だ

か
ら
相
対
的
な
も
の
だ
。
相
手
の
生
命
を
見

ず
に
、
形
だ
け
を
見
て
裁
い
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
、
よ
り
高
次
の
愛
の
次
元
か
ら
見
れ
ば
、

む
し
ろ
善
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
話
で
し

た
。
そ
し
て
今
回
の
講
話
で
は
、「
人
間
の
本

質
は
神
の
子
で
あ
り
、
肉
体
は
そ
れ
を
表
現

す
る
た
め
の
道
具
、
手
段
で
す
。
私
た
ち
が

肉
体
を
持
っ
て
い
る
理
由
は
、
目
に
見
え
な

い
も
の
を
現
わ
す
た
め
な
の
で
す
」
と
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
講
師
の
お
話
を
聴
い
て
、
ふ
と

こ
ん
な
思
い
が
浮
か
び
ま
し
た
。「
あ
、も
し

か
す
る
と
こ
の
現
象
世
界
は
、
愛
を
表
現
す

る
ゲ
ー
ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
」と
。ゲ
ー
ム

の
中
で
ど
ん
な

行
動
を
し
て
も
、

ど
ん
な
出
来
事

が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ

は
本
当
の
現
実

で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
で
も

ゲ
ー
ム
の
世
界

を
味
わ
う
よ
う

に
、
完
全
で
あ

る
私
た
ち
が
不

完
全
な
世
界
に
生
ま
れ
て
、
様
々
な
苦
難
を

経
験
し
な
が
ら
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
魂
が
成
長
す
る
為
で
あ
り
、
そ
の

ゲ
ー
ム
に
お
け
る
最
も
高
い
レ
ベ
ル
は
、
自

我
を
超
え
て
、
善
悪
を
超
え
て
、
す
べ
て
の

神
の
子
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
私
が
一
番
強
く
感
じ
る
の

は
、理
論
的
に
は
真
理
が
分
か
っ
て
も
、現
実

で
は
な
か
な
か
実
践
が
難
し
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。真
理
の
方
を
向
い
て
い
て
も
、目
の

前
の
現
象
に
心
が
ま
る
で
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
の

当たり前のことを感謝して行っていれば、幸福は姿を現す

Ａ
．
Ｕ   

（
20
代
）〈
女
性
〉

講話の様子

宝　　蔵令和８年３月１日
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よ
う
に
揺
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず

自
我
は
勢
い
よ
く
踊
っ
て
い
て
、
怒
っ
た
り

悲
し
ん
だ
り
、
す
ぐ
に
感
謝
を
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
し
か
し
分
か
っ
て
も
、
簡
単

に
実
践
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
こ

の
現
象
世
界
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
目
に
見
え
る
世
界
で
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
経
験
し
、
そ
の
中
で
目
に
見
え
な
い
愛

を
表
現
し
、
そ
の
神
の
御
徳
を
魂
に
刻
む
た

め
な
の
か

も
し
れ
ま

せ
ん
。
い

つ
か
は
愛

が
私
の
魂

に
し
っ
か

り
と
刻
ま
れ
る
日
が
く
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
岡
田
講
師
は
、
あ
る
経
験
を
通
し

て
自
分
の
心
の
闇
を
懺
悔
し「
今
世
も
、来
世

も
、
ま
た
そ
の
次
の
世
に
至
っ
て
も
、
人
間

は
神
の
子
で
あ
る
、
と
い
う
〝
神
一
元
〟
の

道
を
私
は
こ
の
日
か
ら
は
っ
き
り
と
通
り
ま

す
」
と
固
く
誓
わ
れ
た
と
仰
い
ま
し
た
。
真

理
を
愛
す
る
良
き
コ
ト
バ
の
収
集
家
と
し
て

の
私
は
、
た
だ
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
し

た
。
な
ん
と
偉
大
で
な
ん
と
見
事
な
決
意
な

の
で
し
ょ
う
か
。
過
不
足
な
く
、
講
師
の
そ

の
決
意
、
そ
し
て
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
そ
の

ま
ま
を
、
私
の
決
意
と
し
て
生
き
て
い
こ
う

と
誓
い
ま
す
。

　

父
と
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
親
子
二
人
で
行
事
に
参
加
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
母
が
昇
天

し
、
一
人
暮
ら
し
に
不
安
を
覚
え
て
い
る
父

を
元
気
づ
け
る
目
的
で「
一
日
講
話
」に
誘
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
最
近
は
自
分
自
身
も

年
を
重
ね
た
父
を
見
て
、
将
来
不
安
で
気
持

ち
が
い
っ
ぱ
い
の
日
々
を
過
ご
し
て
し
ま
っ

て
お
り
、
改
め
て
真
理
の
話
を
聴
き
た
い
と

思
い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
水
講
師

の
講
話
の

後
、
父
が

「
こ
う
い
う

こ
と
（
実
相

の
素
晴
ら
し

さ
）
を
す
っ

か
り
忘
れ
て

い
た
」
と

言
っ
た
一
言

が
印
象
的
で

し
た
。
青
年
会
、
相
愛
会
と
絶
え
ず
活
動
を

続
け
て
き
た
父
で
も
そ
う
な
の
か
と
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
同
時
に
生
長
の
家
の
み
教
え

の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
る
宇
治
別

格
本
山
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
実
感
致
し

ま
し
た
。

　
「
乱
れ
た
心
を
直
そ
う
、
整
理
し
よ
う
と

し
な
く
て
良
い
」「
現
象
に
証
拠
を
求
め
る

な
」。ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
自
分
は
し
て
い

ま
し
た
。
持
越
苦
労
、
取
越
苦
労
の
塊
の
よ

う
な
心
境
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ま

ま
で
素
晴
ら
し
い
と
い
う
も
の
を
改
め
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
悦
び
の
生
活

を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よいコトバから素晴らしい人生が生まれる

Ｈ
．Ｍ 

（
40
代
）〈
男
性
〉

ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話

体
験
感
想
文

宝　　蔵
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昨
年
十
二
月
は
じ
め
に
、
内
痔
核
の
出
術

を
受
け
た
際
に
神
癒
祈
願
を
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
祈
り
の
お

か
げ
で
局
部
麻
酔
が
効
い
て
、
一
時
間
程
度

で
手
術
を
終
え
ま
し
た
。

　

実
は
以
前
、
脊
椎
管
狭
窄
症
の
手
術
を
し

て
い
る
の
で
、「
局
部
麻
酔
が
効
か
な
い
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
全
身
麻
酔
も
覚
悟
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
腎

臓
が
若
者
の
半
分
く
ら
い
な
の
で
、
全
身
麻

酔
で
は
リ
ス
ク
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。
お
祈

り
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
日
ほ
ど
で
退
院
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
お
尻
に
力
が
入
り
、
痛
く
て
一
ヶ
月
く

ら
い
大
変
で
し
た
。
そ
の
後
、
痛
み
も
出
血

も
な
く
楽
に
な
り
ま
し
た
が
、
排
泄
が
大
変

で
し
た
。
最
近
は
慣
れ
て
き
た
の
か
、
毎
日

お
通
じ
が
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
手
術
で
、
自
分
の
内
部
に
治
癒
す

る
力
が
あ
り
、
時
期
が
来
た
ら
必
ず
も
と
に

戻
る
、焦
ら
ず
に
神
さ
ま
に
任
せ
る
べ
し
、と

思
い
ま
し
た
。
自
然
治
癒
に
感
謝
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
か
ら
右
目
の
調
子
が
悪
く
、
正

月
明
け
に
眼
科
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ヘ
ル
ペ

ス
ウ
イ
ル
ス
性
角
膜
炎
と
診
断
さ
れ
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
一
日
五
回
の
軟
膏
を
目
に

入
れ
る
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞

い
た
娘
が
、
神
癒
祈
願
を
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
娘
の
愛
情
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
送
っ

て
い
た
だ
い
た
人
型
を
肌
身
離
さ
ず
大
事
に

し
て
祈
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

主
人
の
死
を
な
か
な
か
心
が
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
日
々
で
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
写
経

す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
す
っ
か
り
完
治
し
ま
し
た
。
目

が
良
く
見
え
る
こ
と
の
有
難
さ
、
普
段
は
当

た
り
前
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
有
難
さ
を
、

つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

神は“不幸”を創り給わず

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

自
然
治
癒
に
感
謝Ｓ

．
Ｒ   
〈
女
性
〉

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

角
膜
炎
が
完
治

Ｅ
．
Ｎ   

〈
男
性
〉

心
の
整
理
が
で
き
た

Ｍ
．
Ｎ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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